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７月になりました！ ～ 光陰矢の如し  時は金なり ～ 

 『もう７月…』『まだ７月…』子どもたちはどう感じているのでしょうか。私は前者の気持ちが強いです。本校に赴任し
３ヶ月が経過しましたが、本当にあっという間でした。そして、いろいろな成長があったことや、残された時間が短くな
っていることを感じています。１年生の『アサガオ』、２年生の『ミニトマト』はぐんぐん成長し、立派な花や実をつけて
います。そのことを、誇らしげな顔で紹介してくれる１・２年生の姿からも、成長が伝わってきます。敷地内の至るとこ
ろに見られたツバメの巣からは、かわいいヒナが顔を出し始め、そろそろ巣立ちの時期を迎えそうです。６年生は修
学旅行を終えるとともに、卒業アルバムの写真撮影が行われるなど、本校を巣立つための準備が進み始めました。 
今後も月日が過ぎるのは矢のように速くなることでしょう。このことを念頭に置きながら、限られた時間を有意義に、大
切に過ごしていきたいものです。１学期も残りわずかとなりました。今後ともよろしくお願いいたします。 

あじさい としょかんまつり！ 

 ６月２３日（月）から２７日（金）の期間は、『あじさい としょかんまつり』が行われました。図書委員会の子どもたちを
中心に、『くじびき』『スタンプラリー』『しおりコンクール』 などを企画運営し、ポスターや給食時間の放送等を利用し
て参加の呼びかけを行うことができました。忙しそうに運営する６年生にインタビューしたところ、「いつもより忙しいで
すが、たくさんの友だちが来てくれて嬉しいです」と答えてくれました。また、参加した子どもたちからも、「３冊借りる
券が当たって嬉しいです」「しおりコンクールに応募したから、結果が楽しみです」といった反応が返ってきました。梅
雨の季節はあっという間に過ぎ去って行きましたが、今後は熱中症予防のために室内で過ごす日が多くなりそうで
す。子どもたちが本に親しむ時間に活用できるように、呼びかけていきます。 

委員会活動 ～ 誰かのために動くことのできる人に… ～ 

  

 

心晴れ晴れ 

高学年では、年間１０時間程度の委員会活動を実施しております。上の写真は、昇降口周辺を美しくしている
ボランティア委員会と、配布する給食目標に色を塗っている給食委員会の様子です。誰かの役に立っていること
を実感したり、感謝されたりする経験は、更なる熱意や創意を引き出す原動力となります。そして、自ら気付き、
考え、実行する資質・能力へと高まっていきます。誰かのために動くことのできる人…、そうありたいものです。 


